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P.35 

Mg方法別基本統計値Mg方法別基本統計値

Mg 方法 N Min Max Mean SD CV

酵素法 19 1.9 2.1 1.97 0.06 3.0

QC 106

酵素法 19 1.9 2.1 1.97 0.06 3.0

色素法 11 2.0 2.2 2.06 0.08 3.9

基幹施設 2 04基幹施設 2.04

ﾄﾞﾗｲｹﾐｽﾄﾘｰ法 1 1.90

QC 306

酵素法 19 2.1 2.3 2.18 0.06 2.9

色素法 11 2.2 2.4 2.31 0.05 2.3QC 306
基幹施設 2.23

ﾄﾞﾗｲｹﾐｽﾄﾘｰ法 1 2.20

表2-8-12

ﾄ ﾗｲｹﾐｽﾄﾘ 法



P.35

Mg 方法別割合Mg 方法別割合

静臨技 日医

ドライケミストリー法 ドライケミストリー法
2%

静臨技 日医

色素法

36%

3%

色素法

2%

酵素法

61%

36%

酵素法

64%

34%



P.35

Mg 方法別度数分布Mg 方法別度数分布

酵素法酵素法

色素法

ドライ
ケミストリー法ケミストリ 法



P.36

Fe 方法別基本統計値Fe 方法別基本統計値

血清鉄 方法 N Min Max Mean SD CV

Nitroso-PSAP法 61 94 104 98.3 2.1 2.2

QC 106

Nitroso PSAP法 61 94 104 98.3 2.1 2.2

ﾊﾞｿﾌｪﾅﾝﾄﾛﾘﾝ法 13 100 103 101.5 1.1 1.0

Ferene色素法 2 97 98 97.5 0.7 0.7

基幹施設 98.7

ﾄﾞﾗｲｹﾐｽﾄﾘｰ法 1 102.0

QC 306

Nitroso-PSAP法 61 185 202 191.7 3.5 1.8

ﾊﾞｿﾌｪﾅﾝﾄﾛﾘﾝ法 13 194 200 198.2 1.8 0.9

F 色素法 2 194 196 195 0 1 4 0 7QC 306 Ferene色素法 2 194 196 195.0 1.4 0.7

基幹施設 192.0

ﾄﾞﾗｲｹﾐｽﾄﾘｰ法 1 210 0

表2-8-13

ﾄ ﾗｲｹﾐｽﾄﾘ 法 1 210.0



P.36

Fe 方法別度数分布Fe 方法別度数分布
Nitroso-

PSAP法

ﾊﾞｿﾌｪﾅﾝ
ﾄﾛﾘﾝ法

Ferene
色素法

ドライドライ
ケミストリー法



P36

Fe Nitroso-PSAP法試薬別度数分布Fe Nitroso PSAP法試薬別度数分布
ｱｸｱｵｰﾄｶｲﾉｽ

ﾃﾞﾀﾐﾅｰ L

ｸｲｯｸｵｰﾄﾈｵ



P36

Fe クイックオートネオ機器別度数分布Fe クイックオ トネオ機器別度数分布

日本電子日本電子
BMシリーズ



UN 方法別基本統計値
P.37

UN 方法別基本統計値

BUN 方法 N Min Max Mean SD CV

ｳﾚｱｰｾﾞ・GLDH消去法 44 36.1 39.0 37.61 0.58 1.6

QC 106

ｳﾚｱｰｾﾞ・GLDH・ICDH消去法 26 36.3 39.2 37.64 0.57 1.5

ｳﾚｱｰｾﾞ・LED回避法 14 36.1 37.9 37.14 0.42 1.1
ｱﾝﾓﾆｱ未消去法 11 37 7 39 6 38 56 0 62 1 6ｱﾝﾓﾆｱ未消去法 11 37.7 39.6 38.56 0.62 1.6

基幹施設 37.65
ﾄﾞﾗｲｹﾐｽﾄﾘｰ法 4 36.8 39.0 37.95 0.90 2.4

ｳﾚｱ ｾﾞ GLDH消去法 44 13 2 14 4 13 90 0 23 1 7

QC 306

ｳﾚｱｰｾ ・GLDH消去法 44 13.2 14.4 13.90 0.23 1.7

ｳﾚｱｰｾﾞ・GLDH・ICDH消去法 26 13.3 15.1 13.96 0.37 2.6

ｳﾚｱｰｾﾞ・LED回避法 14 13 3 13 9 13 71 0 14 1 1QC 306 ｳﾚｱ ｾ LED回避法 14 13.3 13.9 13.71 0.14 1.1
ｱﾝﾓﾆｱ未消去法 11 13.6 15.0 14.37 0.42 2.9

基幹施設 14.00
ﾄﾞﾗｲｹﾐｽﾄﾘ 法 4 14 2 15 0 14 58 0 43 3 0

表2-8-14

ﾄ ﾗｲｹﾐｽﾄﾘｰ法 4 14.2 15.0 14.58 0.43 3.0



UN 方法別度数分布
P.37

UN 方法別度数分布
ｱﾆﾝﾓﾆｱ消去

GLDH法

ｱﾆﾝﾓﾆｱ消去
GLDH・ICDH法GLDH ICDH法

ｱﾆﾝﾓﾆｱ消去
LED回避法

ｱﾆﾝﾓﾆｱ未消去

ドライケミストリー法



P.38

Cre 方法別基本統計値Cre 方法別基本統計値

Cre 方法 N Min Max Mean SD CV

QC 106

酵素法 97 3.15 3.33 3.248 0.041 1.3

基幹施設 3 253QC 106 基幹施設 3.253

ドライケム 4 3.00 3.30 3.100 0.141 4.6

QC 306

酵素法 97 0.76 0.90 0.809 0.024 2.9

基幹施設 0.810

ドライケム 4 0.70 0.80 0.750 0.058 7.7

表2-8-15



ｸﾚｱﾁﾆﾝ 方法別度数分布
P.38

ｸﾚｱﾁﾆﾝ 方法別度数分布

酵素法

ドライ
ケミストリー法ケ リ 法



ｸﾚｱﾁﾆﾝ ドライケミストリー法 P.38

メーカー別度数分布

オーソ

富士フィルム



尿酸 方法別基本統計値
P.39

尿酸 方法別基本統計値

UA 方法 N Min Max Mean SD CV

QC
ｳﾘｶｰｾﾞ・ﾍﾟﾙｵｷﾀﾞｰｾﾞ法 94 4.2 4.7 4.58 0.08 1.8

ｳﾘｶ ｾﾞ UV法 2 4 5 4 5 4 50 0 00 0 0QC 
106

ｳﾘｶｰｾ ・UV法 2 4.5 4.5 4.50 0.00 0.0
基幹施設 4.60

ﾄﾞﾗｲｹﾐｽﾄﾘｰ法 3 4 5 4 6 4 57 0 06 1 3ﾄ ﾗｲｹﾐｽﾄﾘ 法 3 4.5 4.6 4.57 0.06 1.3

QC 
ｳﾘｶｰｾﾞ・ﾍﾟﾙｵｷｼﾀﾞｰｾﾞ法 94 8.1 8.8 8.42 0.10 1.1

ｳﾘｶｰｾﾞ・UV法 2 8.0 8.3 8.15 0.21 2.6
306 基幹施設 8.43

ﾄﾞﾗｲｹﾐｽﾄﾘｰ法 3 8.1 8.5 8.33 0.21 2.5

表2-8-16



尿酸 方法別度数分布
P.39

尿酸 方法別度数分布

ｳﾘｶ ｾﾞｳﾘｶｰｾ ･
POD法

ｳﾘｶｰｾﾞ･
UV法

ドライ
ケミストリー法



まとめまとめ

・ Ｍｇ ：今年度から評価対象項目となったが、
全施設A評価と良好な結果が得られて
いた。

・ Ｆｅ ：Nitroso-PSAP法にて機種間差が見ら
れたが、全施設A評価であった。

ドライケミ トリ 法の が大きか た・ Cre ：ドライケミストリー法のCVが大きかった
が性能上限界ではないかと思われる。

・ UN, UA ：一部B評価があったが良好な結果が得, 部 評価があったが良好な結果が得
られていた。


